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B転 再口歩行者遺rt
電車線の野地利用

黒埼地区連台自治会と出田校区Sれ あい協

議会はじめ同地区の4ふ れあい協議会は、「黒

崎地内新潟交通電車線跡地」について、2月

地域住民から 「電鉄」の愛称で親しまれ、通動 ・遺学者の足となっておりました新潟交

通電車線の廃止からすでに8年 が過ぎようとしてぃます。

この間、代替バス ・高速パスの利用やマイカーの普及などの通勤 ・通学手段が定書する

とともに 「電鉄」が忘れ去られようとしています。私たちは、赤鋳の軌道敷を見るにつけ

時代の変選を目の当たりにして感蹴深いものがあります。

最近では、雑草の繁茂や除車剤散布に伴う環境問題、砂利の散乱、著朽化した踏み切り

板の危険による苦構なとがあり、さらに、一部民家における駐車場所、花壇、物干し揚と

しての利用が散見されます。

このような状況が今後も継続することは、まちづくりや景観のうえから好ましいことで

はなく、安全上も懸念を抱いています。私たちはこの間韻を喫繁の課題として認識してお

り、早急な対応が必要と者えています。

「新潟交通電鉄線跡地利用」については、合併前の旧黒埼町において自浩会や各種団体等

の意見を踏まえ、平成12年 3月 に、自転車 ・歩行者道としての利用を骨子とする「新潟交

通電車緑跡地利用構想」を取りまとめたところであり、地域住民として、現在もその書えに

変わりはありません。

市民の健康づくり、教育環境の整備、花をテーマとしたまちづくりなど地球醸境にやさ

しい地域づくり、さらに観光面での効果も期待できる自転車 ・歩行者道は、政令市 ・新潟

の今後のまうづくりを先導する都市施設と確信します。

また、完成後は、市と連携しながら活用や管理面でコミュエティの力を発揮できるもの

ときえています。つきましては、景観上、安全土からさらに無秩序な利用を防ぐためにも

早急に景市において用地を取得し、自転車 ・歩行車道として整備くださいますよう要望い

たします。なお、整備にあたっては、地域住民の意見も取り入れていただきたく重ねて要

望いたします。

21日 、市と新潟交通に対し 「歩行者 ・自転

車周道蕗」にしてほしいと要望いたしました。

以下市への要望書についてご紹介いたします。

柿への要望書
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